
ー
ト
ル
ほ
ど
の
温
泉
街
に
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
下
ろ
し
た
ま
ま
の
店
舗
も
目
に
つ
く
。
観

光
地
と
し
て
、
日
中
の
賑に

ぎ

わ
い
を
高
め
る
た

め
に
は
、
滞
留
時
間
や
滞
在
日
数
を
伸
ば

す
こ
と
が
大
切
だ
。

阿
寒
湖
は
日
本
で
二
番
目
に
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
湿
地
に
も
な
っ
た
、
自
然
の

豊
か
な
と
こ
ろ
だ
。
阿
寒
湖
温
泉
は
、
湖
と

森
と
火
山
が
織
り
成
す
日
本
を
代
表
す
る

山
岳
自
然
景
観
を
持
つ
地
域
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
も
、世
界
的
に
も
貴
重
な「
マ

リ
モ
」
や
地
域
性
豊
か
な
「
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
」

な
ど
、
数
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
。

マ
リ
モ
の
展
示
施
設
が
あ
る
チ
ュ
ウ
ル
イ

島
に
立
ち
寄
る
遊
覧
船
の
年
間
利
用
客
は

九
万
人
。
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
に
あ
り
ア
イ
ヌ
文

化
を
見
せ
る
劇
場
イ
コ
ロ
の
年
間
入
場
者
数

は
五・五
万
人
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
客
が

別
々
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
五
万
人
弱
し

か
阿
寒
湖
温
泉
の
代
表
的
な
観
光
施
設
を

利
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
滞

在
時
間
の
短
い
周
遊
型
観
光
が
主
流
の
現

状
で
は
、
そ
の
豊
か
な
自
然
に
親
し
み
、
楽

し
ん
で
い
る
お
客
様
も
残
念
な
が
ら
少
な
い
。

そ
れ
で
は
、
何
が
阿
寒
湖
温
泉
の
観
光

資
源
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
つ
に
は
、
滞
在
中
、
多
く
の
時
間

を
過
ご
す
宿
泊
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
地
の
魅
力
は
温
泉
と
食
事
と
い
う
お
客

様
も
多
い
の
で
、
阿
寒
湖
温
泉
で
も
旅
館
・

ホ
テ
ル
で
の
滞
在
自
体
が
、
温
泉
地
と
し
て

の
満
足
度
や
評
価
に
直
結
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
当
地
で
は
、
宿
泊
施
設
が
重
要
な

観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

触
れ
て
ほ
し
い
阿
寒
の
森
、そ
の
魅
力

そ
れ
で
は
、
阿
寒
湖
温
泉
の
自
然
は
、
お

客
様
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
限
定
だ
が
、
一
昨
年

か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
森

で
の
散
策
が
可
能
と
な
り
、
よ
う
や
く
阿
寒

の
森
の
素
晴
ら
し
さ
が
お
客
様
に
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

自
然
と
の
接
し
方
は
、
時
代
と
と
も
に

変
化
し
て
い
る
。
た
だ
自
然
を
見
る
だ
け
で

よ
か
っ
た
時
代
か
ら
、
現
在
は
、
川
に
入
っ

て
釣
り
を
し
た
り
、
森
の
中
を
自
転
車
で
走

っ
た
り
、
湖
で
カ
ヌ
ー
を
漕こ

い
だ
り
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
自
然
と
関
わ
る
こ
と
が
普
通
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
自
然
の
中
で
楽
し
む
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
増
え
る
こ
と
は
お
客
様
の
滞

留
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
阿
寒
湖
温
泉
周
辺
の
深
い
森
に

は
、
ま
だ
人
が
自
由
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
湖
岸
の
遊
歩
道
も
少
な
い
。
湖
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
温
泉
街
の
わ
ず
か
な

エ
リ
ア
だ
け
だ
。
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
エ

リ
ア
で
は
森
歩
き
や
湖
岸
・
川
沿
い
の
散
策

が
で
き
る
、
快
適
な
遊

歩
道
や
清
潔
感
の
あ
る

ト
イ
レ
な
ど
が
ほ
し
い
。

阿
寒
湖
温
泉
の
自
然
を

快
適
に
楽
し
め
る
環
境

整
備
が
望
ま
れ
る
。

自
然
を
楽
し
む
方
々

を
増
や
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
同
じ
設
備

で
も
「
最
低
限
あ
れ
ば

い
い
」
の
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
快
適
性
に
も
配

阿
寒
湖
温
泉
の
魅
力
を
考
え
る

阿
寒
湖
温
泉
は
、
年
間
五
十
七
万
人
が

宿
泊
し
、
日
帰
り
客
を
加
え
る
と
約
百
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
北
海
道
を
代
表

す
る
温
泉
地
だ
。
し
か
し
、
周
遊
型
観
光
の

団
体
旅
行
客
の
多
く

は
、
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
て
到
着
し
、
翌
朝

早
々
に
は
次
の
目
的
地

に
向
け
て
去
っ
て
い
く
。

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
か

ら
の
団
体
旅
行
客
に

も
共
通
す
る
特
徴
だ
。

そ
の
た
め
、
日
中
の
温

泉
街
は
、
夏
休
み
シ
ー

ズ
ン
を
除
く
と
人
通
り

が
少
な
い
。
湖
岸
に
沿

っ
て
広
が
る
１
キ
ロ
メ

14

4

温
泉
地
か
ら
の
声
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当
財
団
運
営
の
「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

会
員
で
、
温
泉
地
で
ご
活
躍
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
か
ら
、

「
守
り
伝
え
て
い
く
も
の
」「
変
え
て
い
く
必
要
の
あ
る
も
の
」

に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
寒
湖
温
泉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構 

事
務
局
長

大
川  

富
雄

写真1  白湯山から雄阿寒岳、阿寒湖を望む　  （写真提供：筆者）

写真2  魅力的な温泉街をそぞろ歩きして楽しむ （写真提供：筆者）
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慮
し
た
質
の
高
い
施
設
が
望
ま
れ
る
。

一
方
で
、
人
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
エ
リ
ア

で
は
、
厳
格
に
自
然
を
守
る
こ
と
も
必
要
だ
。

国
立
公
園
の
阿
寒
湖
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
組
み
立
て
方
を
す
れ
ば
、
自
然
を
守
り
な

が
ら
、
身
近
に
体
感
で
き
る
か
。
こ
れ
は
阿

寒
湖
温
泉
の
今
後
を
考
え
る
上
で
と
て
も
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
自
然
を
満
喫
で
き

る
環
境
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
双
方
が
整
え

ば
、
日
中
、
温
泉
街
に
滞
留
し
た
り
、
連
泊

す
る
お
客
様
に
は
、
夕
食
の
選
択
肢
が
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
内
に
魅
力
的
な
飲

食
店
が
あ
れ
ば
大
き
な
楽
し
み
に
な
る
。
そ

ん
な
飲
食
店
の
充
実
が
不
可
欠
だ
。
宿
泊
客

に
と
っ
て
も
日
帰
り
客
に
と
っ
て
も
楽
し
く
、

魅
力
的
な
温
泉
街
を
創
り
出
し
、
温
泉
街

に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
。

こ
の
十
数
年
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
特
に

旅
館
・
ホ
テ
ル
と
商
店
、
飲
食
店
な
ど
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
。
観
光
は
常
に
地
域
と
共
に
あ
る
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
今
後
も
阿
寒
湖
温
泉
の
観
光

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

大
川
富
雄
︵
お
お
か
わ 

と
み
お
︶

神
奈
川
県
逗
子
市
生
ま
れ
。二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
九

年
、 

倶
知
安
町
に
お
い
て
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
活

動
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
か
ら
事
務
局
を
担
当
し
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
。
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一

年
、ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
Ｂ
Ｉ
Ｄ
導
入
に
関
す
る
業
務

を
支
援
。
二
〇
一
一
年
、 

札
幌
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、

外
国
人
お
も
て
な
し
に
関
す
る
調
査
業
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。
二
〇
一
二
年
よ
り
現
職
。

北海道釧路市「阿寒湖温泉」

　阿寒湖温泉は、阿寒湖や特別天然記念物の「まりも」に代表される
阿寒国立公園の豊かな自然やアイヌ文化、そして豊富な天然温泉を有
し、『ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン』で三つ星の評価を得るなど、
北海道を代表する観光・宿泊拠点である。
　2000年に住民参加を特徴とするまちづくりを開始。現在も『阿寒湖
温泉・創

ビ ジ ョ ン

生計画2020』に基づき、長期滞在できる温泉地を目指して、
ホテル・旅館、土産品店、飲食店、住民など、地域が一体となった取り
組みを展開中である。

観光客も参加し、自然に感謝の祈りを捧げる
「千本タイマツ」

資料：平成22年国勢調査（総務省）
（公財）日本交通公社資源台帳
釧路市阿寒湖温泉支所
NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構HP⇨http://www.lake-akan.com/　

面積 73,925ha（阿寒地区、2014年）
人口 5,540人（阿寒地区、2010年）
交通 ＜釧路､女満別､帯広空港から車利用＞
 ・釧路空港～阿寒湖温泉
   約1時間
 ・女満別空港～阿寒湖温泉
   約1時間10分
 ・帯広空港～阿寒湖温泉
   約2時間30分
 ＜新千歳空港から車利用＞
 ・新千歳空港～（道東道利用）
   ～阿寒湖温泉 約4時間30分

主な ＜Ａ級＞
観光資源 阿寒湖沼群、釧路湿原、釧路湿原の

タンチョウヅル
 ＜その他の資源＞
 雄阿寒岳、雌阿寒岳、阿寒湖のマリ

モ、アイヌコタン、アイヌシアターイコロ、
阿寒湖畔スキー場など

観光客数 964,000人（阿寒湖温泉、2012年度）
宿泊者数 531,000人（阿寒湖温泉、2012年度）
宿泊施設 17軒（阿寒湖温泉、2014年度、協会HP掲載）
宿泊収容力 5,593人（阿寒湖温泉、2014年度、JTBF推計）

北海道釧路市「阿寒湖温泉」の概要
産業別就業人口 （阿寒地区、2010年）
 第１次：360人、第2次：319人、第3次：2,129人

釧路湿原のタンチョウヅル
釧路湿原

10 20 40km0

釧路市

釧路市

阿寒湖沼群

阿寒湖
雄阿寒岳

釧路空港

雌阿寒岳

釧路駅

（公財）日本交通公社作成
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草
津
に
し
か
な
い
モ
ノ
、コ
ト
を
大
切
に

草
津
温
泉
で
は
、
辺
り
に
硫
黄
の
香
り

（
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

）が
漂
い
、シ
ン
ボ
ル「
湯
畑
」で
は
、

目
の
前
で
湧
き
立
っ
た
豊
富
な
温
泉
が
湯

気
を
上
げ
な
が
ら
木き

樋と
い

を
通
り
滝
に
な
っ

て
流
れ
落
ち
る
様
子（
視
覚
）を
、轟ご

う
お
ん音（
聴

覚
）
と
と
も
に
、
自
然
と
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
足
湯
や
手
湯
で
は
、
そ

の
熱
さ
、
柔
ら
か
さ
（
触
覚
）
を
感
じ
る

な
ど
、
ま
さ
に
“
四
感
”
で
温
泉
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、湯
畑
の
周
り
に
は
、「
湯
も
み
」

と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
風
習
を
見
て
体

験
で
き
る
「
熱
の
湯
」
や
、
旅
行
者
に
も

人
気
の
外
湯
（
共
同
浴
場
）
の
「
御
座
之

湯
」「
白
旗
の
湯
」
が
あ
り
、
ま
た
、
高

台
に
は
千
年
以
上
に
わ
た
り
草
津
温
泉

を
見
守
っ
て
き
た
名め

い
さ
つ刹
「
光
泉
寺
」
が
位

置
し
て
い
る
。
今
年
七
月
に
は
「
湯
路
広

場
」
も
新
た
に
整
備
さ
れ
、
湯
畑
周
辺
は
、

浴
衣
姿
で
思
い
思
い
に
散
策
さ
れ
る
お
客

様
で
賑に

ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

大
学
入
学
の
た
め
に
上
京
す
る
ま
で
、

草
津
温
泉
、
特
に
旅
館
に
生
ま
れ
た
私

に
と
っ
て
、
温
泉
は
も
は
や
空
気
や
水
と

同
じ
存
在
で
、「
温
泉
と
は
ど
こ
で
も
こ

う
い
う
も
の
だ
」
と
思
い
込
み
、
そ
の
価

値
を
特
段
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
う
。
二
十
五
歳
の
と
き
に
帰
郷
し
、

そ
の
後
の
旅
館
組
合
青
年
部
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
全
国
各
地
の
温
泉
地
の
方
々

と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
あ
る

有
名
温
泉
地
の
リ
ー
ダ
ー
が
発
せ
ら
れ
た

一
言
に
、
は
っ
と
目
が
覚
め
た
。
曰い

わ

く
、

「
あ
あ
、
こ
の
湯
畑
、
こ
の
ま
ま
地
元

に
持
っ
て
帰
り
た
い
」。 

我
々
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
目
に
し
て

き
た
「
浴
衣
で
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
が
体
感

で
き
る
温
泉
地
は
全
国
的
に
見
て
も
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
く
、
な
お
か
つ
草
津
ほ
ど
前

述
の
“
四
感
”
を
も
っ
て
温
泉
情
緒
を
楽

し
め
る
温
泉
地
は
希
有
な
の
だ
と
、
こ
の

一
言
で
気
づ
か
さ
れ
た
。

温
泉
そ
の
も
の
と
文
化
を
守
る

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
草
津
温
泉
に
い

る
我
々
が
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
「（
日

本
の
）
温
泉
、
温
泉
文
化
を
象
徴
す
る
存

在
で
あ
り
続
け
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
情
緒
、

文
化
を
守
り
続
け
る
」
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
“
温
泉
そ
の

も
の
”
の
保
全
が
必
要
不
可
欠
。
草
津
白

根
山
は
温
泉
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恵
み

の
山
。
そ
の
草
津
白
根
山
に
畏い

敬け
い

や
感
謝

の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
温
泉
水
の
源
と
な

る
山さ

ん
ろ
く麓

の
森
や
地
中
を
這は

う
湯
脈
を
守

り
、
温
泉
の
生
成
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
開
発
を
阻
止
す
る
な
ど
、
す
べ
き
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
。

情
緒
の
維
持
で
は
、
特
に
景
観
面
に
お

い
て
、近
年
、湯
畑
周
辺
の
駐
車
場
が
「
御

座
之
湯
」
と
「
湯
路
広
場
」
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
と
で
、草
津
に
よ
り“
絵
に
な
る
”

風
景
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ら
を
核
と
し
て

周
囲
の
通
り
で
も
、
各
地
区
の
特
性
、
実

情
に
合
わ
せ
た「
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
」

が
結
ば
れ
、
住
民
主
体
の
景
観
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
将

来
的
に
は
、若
干
の
“
緩
さ
”
も
許
容
し
た
、

温
泉
地
特
有
の
包
容
力
を
持
っ
た
風
景
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
「
温

泉
文
化
」
の
継
承
。「
湯
も
み
」
は
伝
統

的
な
入
浴
法
の
枠
を
超
え
て
、「
チ
ョ
イ

ナ
チ
ョ
イ
ナ
」
と
い
う
合
い
の
手
も
楽
し

く
、
湯
も
み
唄
と
共
に
全
国
に
知
れ
渡
っ

草
津
温
泉
一
般
社
団
法
人
草
津
温
泉
観
光
協
会 

理
事

草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合 

理
事

株
式
会
社
日
新
館 

専
務
取
締
役

湯
本  

晃
久

写真1  世界に誇る自然湧出泉源「湯畑」
（写真提供：（一社）草津温泉観光協会）

写真2  源頼朝ゆかりの共同湯を再建した「御座之湯」
（写真提供：草津町企画創造課）
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て
い
る
。
町
民
が
長
ら
く
伝
承
し
て
き
た

白
根
神
社
の
お
祭
り
、
温
泉
女
神
が
降

臨
す
る
幻
想
的
な
温
泉
感
謝
祭
な
ど
も

草
津
の
温
泉
文
化
を
語
る
上
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
後
世
に
し
っ
か

り
と
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
。

し
か
し
一
方
で
、
草
津
の
先
人
た
ち
は

守
る
べ
き
も
の
は
守
り
つ
つ
、
よ
り
魅
力

的
な
温
泉
地
づ
く
り
に
向
け
た
変
化
（
進

化
）
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
実
行
に
移
し

て
き
た
。
現
に
湯
畑
は
四
十
年
ほ
ど
前
に

岡
本
太
郎
氏
の
監
修
で
、
現
在
の
丸
み
を

帯
び
た
形
状
に
変
わ
り
、
町
民
に
も
旅
行

者
に
も
愛
さ
れ
る
草
津
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
た
。

我
々
も
、「
温
泉
、
温
泉
情
緒
、
文
化

を
守
り
続
け
る
こ
と
」
に
加
え
て
、
湯
畑

ば
か
り
で
は
な
く
周
辺
部
を
含
め
た
温
泉

街
全
体
を
魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る
こ
と
、

そ
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

湯
本
晃
久
︵
ゆ
も
と 

て
る
ひ
さ
︶

群
馬
県
草
津
町
草
津
温
泉
生
ま
れ
。立
教
大
学
社
会

学
部
観
光
学
科
を
卒
業
後
、（
株
）
ミ
キ
・
ツ
ー
リ
ス
ト

勤
務
を
経
て
、
一
九
九
七
年
よ
り
、
草
津
温
泉
・
日
新

館
に
専
務
取
締
役
と
し
て
勤
務
。
家
業
で
あ
る
旅
館
を

守
り
な
が
ら
、
草
津
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

現
在
、（
一
社
）
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
、
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
、草
津
町
議
会
議
員
（
一
期
目
）、

草
津
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

群馬県草津町「草津温泉」

　草津温泉は、草津白根山、本白根山など、上信越高原国立公園の豊
かな自然と自噴湧出量日本一の温泉に恵まれ、日本三名泉の一つにも
数えられる温泉地である。古くは湯治場として栄え、近年は「温泉と高
原、文化とスポーツの国際温泉リゾート地」として知られている。
　2001年には「泉質主義」を宣言し、草津ブランドの確立に努めてきた
他、「歩きたくなる観光地づくり」に積極的に取り組んできた。最近では、
景観に配慮した魅力あるまちづくりを行政、民間企業、住民が一体とな
って進めている。

草津節も楽しい、熱の湯での「湯もみ体験」

資料：平成22年国勢調査（総務省）
（一社）草津温泉観光協会HP⇨http://www.kusatsu-onsen.ne.jp/
（公財）日本交通公社資源台帳
草津町HP⇨http://www.town.kusatsu.gunma.jp/
草津温泉旅館協同組合HP⇨http://www.yumomi.net/

面積 4,974ha（町全体、2014年）
人口 7,160人（町全体、2010年）
交通 ＜東京から鉄道・バス利用＞
 ・上野～［JR特急「草津」］～
   長野原草津口（約2時間30分）、
   長野原草津口～［バス］～
   草津温泉（約30分）
 ・東京～［JR新幹線］～軽井沢
   （1時間10分）、軽井沢～［バス］～
   草津温泉（約1時間20分）
主な ＜特Ａ級＞
観光資源 草津温泉の湯畑自然湧出泉源広場

と温泉街、共同湯と時間湯
 ＜その他の資源＞
 白根山、本白根山、光泉寺、西の河原

露天風呂、片岡鶴太郎美術館など

観光客数 2,807,859人（町全体、2013年）
宿泊者数 1,810,471人（町全体、2013年）
宿泊施設 110軒（町全体、2014年度、組合HP掲載）
宿泊収容力 9,218人（町全体、2014年度、JTBF推計）

群馬県草津町「草津温泉」の概要
産業別就業人口 （町全体、2010年）
 第１次：39人、第2次：349人、第3次：3,742人

至長野原草津口・中軽井沢

本白根山

白根山

草津温泉の湯畑自然湧出泉源広場と
温泉街、共同湯と時間湯

1 2km0

（公財）日本交通公社作成
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鳥
羽
、
悠
久
の
時
の
流
れ
と
共
に

八や
お
ろ
ず

百
万
の
神
々
の
中
心
に
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み神
を
お
祀ま

つ

り
す
る
伊
勢
神
宮
か
ら
、

鳥
羽
は
南
に
下
っ
た
近
い
所
に
位
置
し
て

い
る
。

鳥
羽
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

皇す
め

大お
お
か
み神
を
奉
戴
し
大
御

神
を
鎮
祭
し
奉
る
べ
き
宮
地
を
求
め
た
巡

幸
で
、
倭や

ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
と
鳥
羽
の
海
女
と
の
出
会

い
が
縁
と
な
り
、
今
で
も
神
々
の
台
所
と

し
て
伊
勢
神
宮
と
結
ば
れ
て
い
る
。
鳥
羽

で
は
、「
海
女
の
海
」「
魚
介
類
豊
富
な
豊ほ

う

饒じ
ょ
うの

海
」「
稀ま

れ
び
と人

の
海
」「
真
珠
誕
生
の
海
」

「
九く

き鬼
嘉よ

し
た
か隆

の
海
城
」「
潮
騒
文
学
の
海
」
と
、

住
民
も
旅
人
も
海
に
生
か
さ
れ
て
き
た
。

昨
年
、二
十
年
に
一
度
の
「
式
年
遷
宮
」

を
迎
え
、
改
め
て
伊
勢
神
宮
と
鳥
羽
に

脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
共
通
の「
不
易
」

は
、
日
本
人
の
精
神
、
心
と
い
っ
た
「
見

え
な
い
価
値
」
を
大
切
に
し
、
共
有
し
合

い
、
そ
れ
が
現
代
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

「
見
え
な
い
価
値
」
を
「
見
え
る
価
値
」

の
深
奥
に
見
せ
る
。「
見
え
な
い
価
値
」を
、

見
え
る
モ
ノ
の
力
を
借
り
て
見
せ
る
こ
と

は
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
鳥
羽
の
地

域
資
源
活
用
の
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、

旅
人
も
迎
え
る
側
も
、
例
え
ば
美
術
、
文

芸
、
音
楽
、
映
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
楽
し
み
な
が
ら
、
モ
ノ
の
見
方
、
考

え
方
、
楽
し
み
方
を
享
受
し
、
互
い
に
幸

福
感
を
得
る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
。

「
鳥
羽
ら
し
さ
」
を
魅
力
に

現
在
、
鳥
羽
で
は
、「
第
二
次
観
光
基

本
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
り
、「
鳥
羽
ら

し
さ
」
の
確
立
が
計
画
の
要よ

う
て
い諦

と
な
っ
て

い
る
。

鳥
羽
に
お
け
る
不
易
流
行
の
「
流
行
」

と
は
、「
鳥
羽
ら
し
さ
」
を
常
に
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
奥
に
隠
れ
て
い
る
「
見
え

な
い
価
値
」を
時
代
に
呼
応
し
た
形
で“
見

え
る
化
”
す
る
（
表
現
す
る
）、
価
値
創

造
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
不

変
で
見
え
な
い
価
値
の
見
え
る
化
は
、
観

光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

基
づ
く
、“
新
し
い
感
性
の
ま
ち
づ
く
り

戦
略
”
で
は
な
い
か
と
、私
は
感
じ
て
い
る
。

同
計
画
で
は
、

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
伊
勢
志
摩
」

「
潮
騒
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」

「
女
性
が
輝
く
女
神
の
国
」

を
将
来
像
（
案
）
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

「
真
珠
婚
の
ま
ち
」

「
潮
騒
六
〇
周
年
（
小
説
、

映
画
化
）」

「
祝
祭
ル
ー
ト
」

「
祝
い
魚
」

な
ど
、
海
を
は
じ
め
と
し
た

豊
か
な
自
然
や
自
然
が
育
ん
だ

優
れ
た
文
化
の
力
、
そ
れ
ら
の

魅
力
素
材
を
生
か
し
、
鳥
羽
ら

し
さ
、
鳥
羽
の
独
自
性
を
前
面

に
出
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
市
場

に
対
し
て
強
く
発
信
し
誘
客
を

図
り
、
観
光
・
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す
方

向
で
議
論
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

鳥
羽
温
泉
郷

鳥
羽
市
温
泉
振
興
会 

事
務
局
長

一
般
社
団
法
人
鳥
羽
市
観
光
協
会 

幹
事

奥
野  

和
宏

写真1  人知を超えた見えない力に包まれる「伊勢神宮（内宮）」

写真2  縄文の時代より続く、海女の伝統的素潜り漁
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鳥
羽
は
温
泉
地
と
し
て
は
後
発
で
あ

る
が
、「
禊み

そ
ぎ

湯ゆ

」
と
し
て
の
価
値
を
「
流

行
」
と
し
て
付
加
し
、
そ
の
温
泉
力
を
高

め
、
人
生
の
節
目
や
ス
タ
ー
ト
に
、
海
と

食
を
生
か
し
た
新
し
い
贅ぜ

い
た
く沢

の
形
を
、「
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
宣
言
都
市
」
と
し
て
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
二
万
人
の
町
が
四
百
万
人
の
旅
人

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
っ
た
。
市
場
の
新
た
な
欲
求・

要
求
を
正
し
く
捉
え
、
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
、「
行
っ
て
み
た
い
鳥
羽
」
の
実
現

に
向
け
た
青
写
真
、
基
本
計
画
の
策
定
が

で
き
る
の
か
、
広
く
地
域
の
人
々
の
「
意

識
改
革
、風
土
改
革
、機
構・組
織
づ
く
り
」

に
見
通
し
が
立
つ
の
か
、
課
題
は
多
い
が
、

関
係
者
の
一
人
と
し
て
で
き
る
限
り
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

奥
野
和
宏
︵
お
く
の 

か
ず
ひ
ろ
︶

三
重
県
伊
勢
市
生
ま
れ
。
宿
泊
産
業
に
長
ら
く
勤
務

し
、
鳥
羽
市
の
観
光
産
業
の
発
展
に
尽
力
。
二
〇
〇
一

年
か
ら
は
「
鳥
羽
市
地
球
塾
」
の
運
営
委
員
長
と
し
て

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
に
も
取
り
組
む
。
鳥

羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
役
員
退
任
後
、
現
在
は
、
鳥

羽
市
温
泉
振
興
会
事
務
局
長
、（
一
社
）鳥
羽
市
観
光
協

会
幹
事
、
鳥
羽
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。

二
〇
一
二
年
に
は
、「
鳥
羽
市
民
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
。

三重県鳥羽市「鳥羽温泉郷」

　鳥羽温泉郷は、伊勢志摩国立公園内随一の宿泊拠点であり、神
島や答志島といった離島や自然景観、散在する漁村集落や海水浴
場、海の幸、真珠、水族館などを有し、三重県観光をリードしてきた。
　2009年度には宿泊産業を中心とした観光産業の活性化を目的に

『鳥羽市観光産業活性化戦略』を策定。品質重視の滞在型宿泊観
光地を目指して、食をテーマとした体験プラン「ぐるとば」を開催する
など、着実に取り組みを進めつつある。現在は、鳥羽市観光の大切
な魅力要素の一つである「漁業」との連携方策を検討中である。

文豪・三島由紀夫が最も美しいと評した神島灯台
（写真提供：鳥羽市観光課）

資料：『平成25年度 鳥羽市統計要覧』平成26年4月、鳥羽市企画財政課
（一社）鳥羽市観光協会HP⇨http://www.toba.gr.jp/

面積 10,803ha（市全体、2014年）
人口 21,435人（市全体、2010年）
交通 ＜名古屋から鉄道利用＞
 ・JR名古屋～［JR快速］～鳥羽
   （約1時間50分）
 ・近鉄名古屋～［近鉄特急］～鳥羽
   （約1時間40分）
主な 鳥羽水族館、ミキモト真珠島、
観光資源 海の博物館、石神さん（神明神社）、
 菅島灯台など

観光客数 4,784,263人（市全体、2013年）
宿泊者数 2,009,880人（市全体、2013年）
宿泊施設 187軒（市全体、2013年）
宿泊収容力 16,390人（市全体、2013年）

三重県鳥羽市「鳥羽温泉郷」の概要
産業別就業人口 （市全体、2010年）
 第１次：1,325人、第2次：1,814人、第3次：7,100人

相差畔蛸

石鏡

国崎

浦村

安楽島

小浜

答志島

菅島
坂手島

鳥羽

神島

0 1 2 4km

パー
ルロー

ド

伊勢志摩スカイライン

近
鉄

志
摩

線

至
賢
島

至伊勢市

至名古屋

（公財）日本交通公社作成
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旅
館
、
温
泉
地
と
私

私
の
勤
務
す
る
「
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
」
は
開
業
約
八
十
年
、
と
あ
る
旅
館

の
番
頭
だ
っ
た
高
祖
父
（
松
井
峰
一
）
が

一
念
発
起
し
て
始
め
た
旅
館
だ
。
日
本
三

古
泉
に
も
数
え
ら
れ
る
有
馬
温
泉
に
あ
っ

て
は
歴
史
の
浅
い
宿
だ
が
、
高
祖
父
は
消

防
団
長
を
務
め
る
な
ど
、“
人
望
が
厚
く
、

面
倒
見
の
良
い
、
し
っ
か
り
者
”
で
あ
っ

た
と
聞
く
。
最
初
は
「
金
の
湯
」
横
の
足

湯
あ
た
り
に
あ
っ
た
当
館
が
、
今
の
「
温

泉
寺
」
前
に
移
っ
た
の
は
五
十
年
ほ
ど
前
。

今
は
父
の
岩
田
昌
保
が
経
営
し
、
私
は
そ

の
補
佐
役
を
務
め
て
い
る
。

私
は
旅
館
を
営
む
家
に
生
ま
れ
育
っ
た

が
、
父
の
「
公
（
旅
館
）、
私
（
家
）
混

同
は
し
な
い
」
と
い
う
考
え
、
ま
た
面
倒

く
さ
が
り
で
人
嫌
い
な
自
分
自
身
の
当
時

の
性
分
も
あ
り
、
子
供
時
代
に
旅
館
で
過

ご
し
た
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
留
学
の
た
め
に
有
馬
温
泉
を
離

れ
再
び
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
間
、
旅
館
や

温
泉
地
と
の
接
点
は
皆
無
だ
っ
た
。

旅
館
、
温
泉
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

初
め
て
実
感

留
学
後
、
飲
食
店
で
の
勤
務
を
経
て

旅
行
関
係
の
専
門
学
校
に
入
学
。
卒
業

の
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
、
就

職
先
の
旅
行
会
社
が
被
災
し
た
こ
と
も
あ

り
、
急
遽き

ょ

、
不
動
産
業
に
勤
務
。
自
分
の

力
が
試
さ
れ
る
営
業
職
を
志
願
、
ラ
イ
バ

ル
に
負
け
じ
と
年
間
休
み
な
く
働
き
、
心

身
、
特
に
精
神
的
な
き
つ
さ
を
感
じ
な
が

ら
も
、
営
業
成
績
で
は
常
に
ト
ッ
プ
を
維

持
し
て
き
た
。

二
十
八
歳
の
と
き
、
父
か
ら
の
た
っ
て

の
依
頼
で
有
馬
温
泉
に
戻
り
、
初
め
て

旅
館
と
向
か
い
合
っ
た
と
き
の
「
あ
か
ん
、

な
ん
て
古
く
さ
い
経
営
、
な
ん
て
生
ぬ
る

い
世
界
な
ん
や
」
と
の
衝
撃
、
一
方
で
感

じ
た
安
ら
ぎ
や
心
地
よ
さ
は
、
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。

戻
っ
て
数
年
は
旅
館
経
営
に
専
念
し
て

い
た
た
め
、
旅
館
組
合
や
観
光
協
会
の
集

ま
り
に
出
席
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、

「
自
分
の
宿
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
気

持
ち
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う

し
た
中
で
も
、
街
で
は
「
お
ぉ
、
ロ
イ
ヤ

ル
の
息
子
か
ぁ
」
と
宿
や
商
店
の
方
々
が

気
さ
く
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
、
困

っ
た
と
き
に
は
「
俺
も
そ
う
し
て
も
ら
っ

た
ん
や
」
と
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
世
代
を
超
え
た
助

け
合
い
、
つ
な
が
り
に
、
有
馬
温
泉
と
い

う
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
自
分
が
生
ま

れ
育
ち
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
。

岩
が
川
を
流
れ
て
丸
み
を
帯
び
る
よ
う
に
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
自
分
が
有
馬
と
い
う
川
を

流
れ
る
中
で
、
自
然
と
丸
み
を
帯
び
て
い

る
の
が
分
か
っ
た
。

有
馬
温
泉
に
不
易
流
行
を
考
え
る

見
渡
せ
ば
、
有
馬
温
泉
で
は
、
諸
先
輩

や
同
期
、
後
輩
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。「
有
馬
温
泉
と

い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

お
客
様
は
有
馬
温
泉
を
選
ん
で
く
だ
さ
る
。

有
馬
温
泉
を
魅
力
的
な
温
泉
地
に
し
な

け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
気
づ
き
、“
自
分
も
頑

張
ら
な
い
と
”
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
他
業
種
に
勤
め
た
経
験

も
生
か
し
て
、
有
馬
温
泉
の
仲
間
た
ち
と

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
何写真2  温泉まちづくり研究会にて、有馬の仲間たちと語り

合う（右端筆者）

写真1  行基により開基され、有馬温泉を見守り続けてきた
「温泉寺」

有
馬
温
泉
有
馬
温
泉
旅
館
協
同
組
合 

理
事

一
般
社
団
法
人
有
馬
温
泉
観
光
協
会 

理
事

有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

若
旦
那

岩
田  

一
紀
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と
か
な
る
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
と

発
想
す
る
仲
間
も
多
く
、
前
向
き
な
議

論
と
具
体
的
な
行
動
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
三
月

に
は
、
そ
う
し
た
仲
間
た
ち
で
、
平
成

二
十
五
～
三
十
九
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る「
有
馬
温
泉
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画『
世

界
に
誇
れ
る
温
泉
地
を
目
指
し
て
』」
を

策
定
し
た
。
有
馬
ら
し
さ
の
継
承
は
計
画

の
要よ

う
て
い諦
だ
が
、私
は
、有
馬
ら
し
さ
は
「
訪

れ
る
誰
を
も
受
け
入
れ
て
き
た
温
泉
地
が

持
つ
懐
の
深
さ
、
何
と
も
言
え
な
い
心
地

よ
さ
、
空
気
感
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
優
し
さ
に
あ
る
」
と
、
自
分
自
身

の
経
験
も
踏
ま
え
て
実
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
留
意
し
つ
つ
、
有
馬
温
泉
の
資
源
を
活

用
し
て
、
い
つ
の
世
に
も
お
客
様
に
選
ば

れ
る
温
泉
地
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

岩
田
一
紀
︵
い
わ
た 

か
ず
き
︶

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
神
戸
市
有
馬
温
泉
出
身
。
有

馬
中
学
校
卒
業
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
三
年
間
留
学
、

帰
国
後
、
飲
食
業
、
不
動
産
業
な
ど
で
の
勤
務
を
経
て
、

現
職
。（
一
社
）
有
馬
温
泉
観
光
協
会
理
事
、、
湯
泉
神

社
総
代
の
他
、
兵
庫
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
青
年
部
長
、
兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
幹
事

な
ど
を
務
め
る
。

兵庫県神戸市北区「有馬温泉」

　有馬温泉は、六甲山の北部に位置し、1300年の歴史と伝統を誇る日
本最古の温泉地の一つ。時の為政者や文人墨客など、多くの歴史上の
人物に愛されてきた。有馬温泉では、1995年の阪神・淡路大震災を契
機に、温泉街の魅力を高めて誘客を図ろうと、古い商店などを生かし
た街並み環境の整備や、話題性のあるイベントの開催など、ハード・ソ
フトの両面で数多くの事業を次 と々展開してきた。2013年度からは、若
手・中堅が中心となり策定した『有馬温泉まちづくり基本計画』に基づ
き、「世界に誇れる温泉地」を目指した取り組みが行われている。

天
神
社
の
境
内
に
湧
く
金
泉
「
天
神
泉
源
」

資料：平成22年国勢調査（総務省）
有馬温泉観光協会HP⇨http://www.arima-onsen.com/

（公財）日本交通公社資源台帳
神戸市HP⇨http://www.city.kobe.lg.jp/

面積 24,173ha（区全体、2014年）
人口 226,836人（区全体、2010年）
交通 ＜新大阪駅から鉄道利用＞
 ・新大阪～［JR］～三ノ宮～
   ［市営地下鉄］～谷上～
   ［神戸電鉄］～有馬口～
   有馬温泉（約1時間10分）
 ＜新神戸駅から鉄道利用＞
 ・新神戸～［北神急行］～谷上～
   ［神戸電鉄］～有馬口～
   有馬温泉（約30分）
主な ＜A級＞
観光資源 有馬温泉の歴史的泉源群と温泉街
 （温泉寺、湯泉神社）、入初式
 ＜その他の資源＞
 善福寺（曹洞宗）、太閤の湯、
 有馬玩具博物館など

観光客数 1,660,000人（有馬地区、2013年度）
宿泊者数　　（未詳）
宿泊施設 29軒（有馬温泉、2014年度、協会HP掲載）
宿泊収容力 4,828人（有馬温泉、2014年度、JTBF推計）

兵庫県神戸市北区「有馬温泉」の概要
産業別就業人口 （区全体、2010年）
 第１次：1,288人、第2次：16,612人、第3次：74,313人

0 1 4km2

有馬温泉の歴史的泉源群と
温泉街(温泉寺､湯泉神社)､入初式　　　

有馬温泉

芦有ドライブ
ウエイ

神戸電鉄有馬線

六
甲
有
料
道
路

阪神高速北神戸線

山陽自動車道

福知山線

至神戸

中国自動車道

（公財）日本交通公社作成
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最
古
に
し
て
最
先
端

今
年
、
改
築
百
二
十
年
の
大
還
暦
を

迎
え
た
道
後
温
泉
本
館
お
よ
び
温
泉
街

は
、
記
念
事
業
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト

二
〇
一
四
」
開
催
に
よ
り
、
気
鋭
の
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
ア
ー
ト
作
品

へ
と
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。

道
後
の
九
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
館
内

の
各
一
室
が
草
間
彌
生
を
は
じ
め
と
す
る

国
内
外
の
著
名
芸
術
家
た
ち
に
よ
る
、

泊
ま
れ
る
ア
ー
ト
作
品
群
「H

otel 
H

orizontal

」
が
誕
生
し
、
体
験
型

ア
ー
ト
や
地
元
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
道
後
に
点

在
す
る
な
ど
、
昼
も
夜
も
ま
ち
を
巡

り
な
が
ら
町
全
体
の
魅
力
を
最
大

限
に
味
わ
え
る
、“
最
古
に
し
て
最

先
端
”
の
新
た
な
試
み
が
佳
境
を
迎

え
、
ま
さ
に
温
泉
地
に
お
け
る
「
不

易
流
行
」
を
体
現
中
で
あ
る
。

道
後
温
泉
は
、
三
千
年
の
歴
史
を
誇

る
日
本
最
古
の
温
泉
地
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
百
二
十
年
前
の

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）、
道
後

湯
之
町
の
初
代
町
長
伊い

さ佐
庭に

わ

如ゆ
き

矢や

を
先

頭
に
町
全
体
で
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し

て
改
築
し
た
道
後
温
泉
本
館
を
中
心
に

観
光
産
業
の
基
盤
整
備
が
図
ら
れ
、
現
在

の
繁
栄
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
現

在
の
道
後
温
泉
は
、

小
説
『
坂
の
上
の
雲
』

に
描
か
れ
て
い
る
明

治
の
時
代
の
松
山
人

の
志
、
百
年
先
の
今

日
を
見
越
し
た
先
見

の
明
に
よ
る
も
の
な

の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
先
人

が
残
し
た
偉
業
・
遺

産
を
食
い
潰
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か

と
の
反
省
の
も
と
、
地
域
の
根
本
的
課
題

を
、
①
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
道
後
温

泉
本
館
に
過
度
に
依
存
、
②
歴
史
文
化

を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

し
な
が
ら
も
希
薄
な
歴
史
の
視

認
性
、
③
地
域
間
競
争
の
中
で
の
相
対

的
な
温
泉
力
・
地
域
力
の
低
下
と
捉
え
、

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
「
道
後
温

泉
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
現

会
員
数
約
二
百
十
人
）」
を
立
ち
上
げ
た
。

以
来
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、

①
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」
の
復
元
運
行
の

実
現
、
②
足
湯
・
開
運
巡
り
の
構
築
、
③

道
後
温
泉
本
館
周
辺
の
道
路
の
付
け
替

え
に
よ
る
画
期
的
な
景
観
整
備
や
賑に

ぎ

わ
い

空
間
の
創
出
、
④
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
、
な

ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。

進
化
し
続
け
る
道
後
温
泉

道
後
地
域
に
は
、
本
館
改
修
工
事
お

よ
び
旅
館
ホ
テ
ル
の
耐
震
化
を
目
前
に
、

大
き
な
危
機
感
が
あ
る
が
、「
本
館
に
頼

ら
な
い
温
泉
地
」
に
あ
え
て
変
え
て
い
く

一
大
転
機
と
位
置
づ
け
、
各
宿
泊
施
設
や

商
店
街
の
更
な
る
商
品
価
値
向
上
に
加

え
、
地
域
全
体
で
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
時

間
と
空
間
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
資
源

の
再
構
築
に
取
り
組
み
始
め
た
。

挑
戦
の
一
つ
に
、
道
後
の
佇た

た
ず

ま
い
に
深

い
歴
史
性
を
表
現
す
る
た
め
の
象
徴
と
景

観
保
全
お
よ
び
湯
巡
り
・
ま
ち
歩
き
の
核

と
し
て
、
古
代
か
ら
今
日
に
わ
た
り
各
時

代
で
愛
さ
れ
て
き
た
「
歴
史
的
温
泉
施
設

群
」
の
整
備
が
あ
る
。
具
現
化
中
の
「（
仮

称
）
道
後
飛
鳥
の
湯
・
女
帝
の
湯
」
で
は
、

「
名
湯
と
歴
史
浪
漫
に
浸
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
道
後
そ
の
も
の
が
体
感
で
き
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
国
際
化
な
ど
に
も
対
応
し
て

い
る
。
単
な
る
景
観
の
修
景
、
施
設
の
復

元
や
再
現
を
超
え
た
魅
力
的
で
活
力
あ

る
都
市
型
温
泉
郷
の
実
現
を
目
指
し
て
、

本
物
を
生
か
し
た
新
し
い
価
値
の
創
造
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
上

道
後
温
泉

道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合 

副
理
事
長

道
後
温
泉
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

会
長

株
式
会
社
宝
荘
ホ
テ
ル 

代
表
取
締
役
社
長

宮
﨑  

光
彦

写真1  日本三古湯の一つ・道後温泉のシンボル「道後温泉本館」

写真2  地元からの熱い声を受けて復活した、
新生「坊っちゃん列車」
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で
、
最
も
守
り
伝
え
、
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
は
、「
温
泉
の
恵
み
と
固
有
の
歴

史
文
化
の
豊
か
さ
を
生
か
し
、
掛
け
替
え

の
な
い
財
産
と
し
て
次
代
に
継
承
発
展
さ

せ
て
い
く
」
と
い
う
覚
悟
で
あ
り
、
何
よ

り
も
地
域
に
対
す
る
限
り
な
い
愛
情
、
不

屈
の
行
動
力
と
地
域
住
民
の
結
束
力
、
そ

し
て
誇
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。

道
後
温
泉
の
伝
統
は
、
革
新
の
積
み
重

ね
で
あ
る
。「
歴
史
漂
う
景
観
ま
ち
づ
く

り
宣
言
『
道
後
百
年
の“
景
”』 」
を
着
実

に
実
行
し
、｢

日
本
最
古
の
温
泉
地
」
か

ら｢

日
本
の
温
泉
文
化
の
歴
史
を
発
現
し

た
温
泉
地｣

へ
と
脱
皮
・
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
最
も
変
え
て
い
く
べ
き
は
、「
湯

量
や
資
金
が
無
い
か
ら
」
と
い
う
諦
め
の

気
持
ち
で
あ
り
、
そ
の
中
で
私
た
ち
自
身

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
“
発
想
と
や
る
気
”
に

昇
華
さ
せ
て
い
く
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

宮
﨑
光
彦
︵
み
や
ざ
き 

み
つ
ひ
こ
︶

愛
媛
県
生
ま
れ
。
岡
山
大
学
法
文
学
部
法
学
科
卒

業
。
国
税
庁
、
愛
媛
県
庁
職
員
を
経
て
、
宝
荘
ホ
テ
ル

入
社
、
現
在
、
代
表
取
締
役
社
長
、
ホ
テ
ル
椿
館
代
表

取
締
役
会
長
を
兼
務
。
道
後
温
泉
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
会
長
、
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
副
理

事
長
、
愛
媛
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
専
務

理
事
、（
公
財
）
松
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
理
事・

企
画
委
員
長
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
愛
媛
支

部
支
部
長
、
愛
媛
県
行
政
改
革
・
地
方
分
権
推
進
委
員

会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

愛媛県松山市「道後温泉」

　道後温泉は、日本書紀にも登場する我が国最古の温泉の一つ。
1894年に建築された道後温泉本館は、数度の増改築を繰り返しなが
らも建築当時の姿をとどめ、現在も多くの方に利用されている。道後
温泉では、『歴史漂う景観まちづくり宣言・道後百年の“景”』に基づ
き、民間団体が主導して、美しく魅力的でかつ都市型温泉郷空間の
実現を目指した取り組みが進展中である。2014年は、道後温泉本館
改築120周年を記念して、温泉ばかりではなく街に関心を持ってもら
いたいと、温泉と現代アートが融合した「道後オンセナート」を開催中。

道後温泉駅前でお客様を迎える「坊っちゃんカラクリ時計」

資料：平成22年国勢調査（総務省）
道後温泉旅館協同組合HP⇨http://www.dogo.or.jp/

（公財）日本交通公社資源台帳
愛媛県『平成24年観光客数とその消費額』平成25年6月
道後温泉誇れるまちづくり推進協議会

面積 629ha（道後支所区、2014年）
人口 25,669人（道後支所区、2010年）
交通 ＜松山空港からバス利用＞
 ・松山空港～［バス］～道後温泉
   （約40分）
 ＜岡山駅から鉄道・路面電車利用＞
 ・岡山～［JR特急］～松山
   （約2時間40分）、松山～
   ［路面電車］～道後温泉（約25分）
主な ＜A級＞
観光資源 道後温泉の道後温泉本館
 ＜その他の資源＞
 道後温泉駅、放生園、
 松山市立子規記念博物館、湯神社、
 伊佐爾波神社、石手寺、円満寺、
 道後公園・湯築城趾など

観光客数 1,061,194人
（道後温泉本館・椿湯の合計入浴客数、2012年）

宿泊者数 817,000人（道後温泉、2013年）
宿泊施設 32軒（道後温泉、2013年）
宿泊収容力 6,280人（道後温泉、2013年）

愛媛県松山市「道後温泉」の概要
産業別就業人口 （道後支所区、2010年）
 第１次：176人、第2次：1,051人、第3次：8,946人
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（公財）日本交通公社作成
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持
続
可
能
な
地
域
で
あ
る
た
め
に

由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
本

多
静
六
博
士
が
大
正
時
代
の
講
演
時
に

お
っ
し
ゃ
っ
た
「
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
生
活

型
の
保
養
温
泉
地
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
提
案
だ
。

昭
和
四
十
年
代
に
は
、
先
輩
諸
氏
が

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

視
察
か
ら
学
び
、「
観
光
の
ま
ち
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、
温
泉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
文
化
、
自
然
景
観
と
い
っ
た
生
活
環
境

を
整
え
、
住
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
充
実
し

落
ち
着
い
た
も
の
に
し
、
由
布
院
独
自
の

保
養
温
泉
地
を
形
成
し
よ
う
」
と
動
き

始
め
た
。
そ
れ
か
ら
約
五
十
年
、
由
布
院

温
泉
観
光
協
会
で
は
現
在
も
そ
の
流
れ

を
引
き
継
ぎ
、
滞
在
型
の
保
養
温
泉
地
を

目
指
し
て
い
る
。

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
追
い
求

め
る
由
布
院
だ
が
、実
践
す
る
ま
ち
の
人
々

の
想
い
が
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
で
終

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
理
念
や
計
画
を
持
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
や
は
り
そ
れ
を
実
践
す
る
人

の
想
い
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
十
年
の
月

日
を
由
布
院
の
み
ん
な
と
身
近
に
過
ご
し

て
き
た
中
で
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
き
た
。 

人
の
想
い
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
地
域
に
対
す
る
想
い
の

力
強
さ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
を
愛
す

る
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
？

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
由
布
院

の
み
ん
な
は
何
か
が
違
う
の
だ
。
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
に
自
然
を
大
切
に
し

よ
う
と
訴
え
る
力
、
日ひ

出じ
ゅ
う生
台だ

い

演
習
場
で

の
米
軍
演
習
移
転
反
対
運
動
を
起
こ
す

力
、
平
成
の
市
町
村
合
併
で
は
ま
ち
を
二

分
し
て
ま
で
闘
う
力
、
な
ど
な
ど
。
観
光

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
コ
ト
を
や
っ
て

き
た
力
強
い
想
い
、「
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」
が
他
と
は
違
う
の
だ
と
感
じ
る
。

こ
の
「
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
は
、
由

布
院
固
有
の
風
土
、
風
景
、
風
情
が
つ
く

る
空
間
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
文
化
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
独
特
な
も
の
と
思

わ
れ
る
。
由
布
院
と
い
う
地
域
が
こ
れ
か

ら
も
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
ス

ピ
リ
ッ
ツ
を
守
り
受
け
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
一
方
で
時
代
は
日
々
動
き
が

変
化
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
増
加
し
、
独
居
世
帯
が
増

加
す
る
な
か
で
、
若
者
が
減
少
し
て
い
る
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
右
肩
上
が
り
で
推

移
し
て
き
た
由
布
院
を
訪
れ
る
お
客
様
の

減
少
、
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
環
境
の
変
化
が
起
き

て
い
る
。

持
続
可
能
な
地
域
で
あ
る
た
め
に
は
、

変
化
す
る
現
実
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、

先
輩
諸
氏
か
ら
受
け
継
い
だ
「
由
布
院
ス

ピ
リ
ッ
ツ
」
を
胸
に
、
き
ち
ん
と
向
き
合

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の

で
は
と
感
じ
て
い
る
。

「
み
ん
な
」
で
創
造
す
る
由
布
院
の
未
来

由
布
院
温
泉
観

光
協
会
で
は
、
本

年
度
事
業
計
画
に

お
い
て
、
人
を
お

迎
え
す
る
ま
ち
と

し
て
の
基
本
を
整

え
る
べ
く
、
新
た

な
「
ツ
ー
リ
ス
ト・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を

掲
げ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
盛
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
直
接
的
な
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
由
布
院

本
来
の
魅
力
を
き
ち
ん
と
表
現
し
て
お
客

様
に
お
伝
え
し
て
い
く
と
い
う
、
お
も
て

な
し
の
原
点
に
ま
ず
は
戻
り
た
い
。

由
布
院
温
泉

一
般
社
団
法
人
由
布
院
温
泉
観
光
協
会 

事
務
局
長

生
野  

敬
嗣

写真1  早朝、霧が立ち上る幻想的な光景を見せる「金鱗湖」
（写真提供：（一社）由布院温泉観光協会）

写真2  自主・自立の精神が生きる、夜なべ談義
（写真提供：（一社）由布院温泉観光協会）
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そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
今
年
の
四
月
か
ら

官
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
観
光
支
援
組
織

の
設
立
に
向
け
た
準
備
室
が
由
布
市
商
工

観
光
課
内
に
立
ち
上
が
り
、
当
協
会
も
そ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
新
組
織
は
、「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
「
滞
在
型・

循
環
型
保
養
温
泉
地
」
を
目
指
す
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
動
き
始
め
て
い
る
。

新
た
な
動
き
の
中
で
、
改
め
て
由
布
院

の
将
来
像
を
み
ん
な
で
議
論
し
、
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
議
論

の
結
果
、
以
前
と
変
わ
り
な
け
れ
ば
そ
れ

は
そ
れ
で
よ
し
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て

軌
道
修
正
を
図
る
な
ら
そ
れ
も
よ
し
。

由
布
院
の
み・

・

・
ん
な
と
共
に
、
何
を
守
り
、

何
を
変
え
て
い
く
の
か
を
、
時
に
お
酒
を

飲
み
つ
つ
夜
な
べ
談
義
す
る
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
由
布
院
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
コ
ト
の
は
ず
だ
か
ら
。

生
野
敬
嗣
︵
し
ょ
う
の 

け
い
じ
︶

大
分
県
由
布
市（
旧
庄
内
町
）生
ま
れ
。（
一
社
）由
布

院
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長
。観
光
と
は
縁
遠
い
不
動

産
業
、通
信
事
業
で
管
理
部
門
に
勤
務
。二
〇
〇
四
年
、

事
務
局
員
全
国
公
募
に
応
募
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
出

会
っ
た
由
布
院
の
人
た
ち
に
魅
せ
ら
れ
、由
布
院
観
光
総

合
事
務
所
に
転
職
。由
布
院
温
泉
観
光
協
会
の
世
代
交

代
時
に
若
手
理
事
の
担
当
者
と
し
て
苦
楽
を
共
に
重
ね

る
。二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。二
〇
一
四
年
四
月
よ
り
由

布
市
商
工
観
光
課
観
光
新
組
織
準
備
室
次
長
を
兼
務
。

大分県由布市「由布院温泉」

　由布院温泉は、由布岳に抱かれた由布院盆地内に位置し、全国
第2位の源泉数と全国第3位の温泉湧出量を誇る温泉地である。由
布院温泉は、長きにわたり、「最も住みよい町こそ優れた観光地であ
る」との認識に立ち、出会いや交流の場としての観光まちづくりを、民
間主導で実践してきた。由布院のまちづくりに共感して訪れるファン
も多い。
　現在は、行政と効果的に連携し、より質の高い環境の創出に向け
た動きが活発になっている。

由布岳を背景にのどかな田園を行く「観光辻馬車」
（写真提供：由布市商工観光課）

資料：平成22年国勢調査（総務省）
由布院温泉観光協会HP⇨http://www.yufuin.gr.jp/

（公財）日本交通公社資源台帳
平成24年観光動態調査（由布市）

総面積 31,916ha（市全体、2014年）
人口 34,702人（市全体、2010年）
交通 ＜福岡空港から高速バス利用＞
 ・福岡空港～［高速バス］～
   由布院温泉（約1時間45分）
 ＜博多から鉄道利用＞
 ・博多～［JR特急］～由布院
   （約2時間）
 ＜大分空港からバス利用＞
 ・大分空港～［直行バス］～
   由布院温泉（約55分）
主な ＜A級＞
観光資源 由布院温泉の金鱗湖と下ん湯
 ＜その他の資源＞
 湯の坪街道、九州湯布院民芸村、
 フローラハウス、
 アトリエときデザイン研究所、
 西蓮寺など

観光客数 3,888,454人（市全体、2012年）
宿泊者数 741,328人（市全体、2012年）
宿泊施設 204軒（市全体、2012年）
宿泊収容力 8,076人（市全体、2012年）

大分県由布市「由布院温泉」の概要
産業別就業人口 （市全体、2010年）
 第１次：1,513人、第2次：2,617人、第3次：12,192人

由布院

久大本線

大分自動車道

至日田

至大分

由布院温泉の金鱗湖と下ん湯

1 3km 5km0

由布岳

（公財）日本交通公社作成
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「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」

こ
の
言
葉
は
、
先
代
た
ち
の
取
り
組
み

の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
黒
川
温
泉
の
地
域

理
念
で
あ
る
。
若
手
経
営
者
に
と
っ
て
は
、

先
代
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
遺
産
で
あ
り
、

誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
情
熱
と
覚
悟
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
言
葉
で
も
あ
る
。

黒
川
全
体
を
一
つ
の
宿
に
見
立
て
、
繋つ

な

ぐ
道
は
廊
下
、
一
つ
一
つ
の
旅
館
は
部
屋
。

地
域
全
体
の
繁
栄
を
目
指
し
て
こ
そ
、

個
と
全
体
の
存
続
も
成
し
得
る
、
と
い
う

考
え
だ
と
、
私
自
身
は
理
解
を
し
て
い
る
。

具
体
的
に
お
伝
え
す
る
と
、

「
個
は
競
う
。
し
か
し
、
全
体
は

一
緒
に
や
る
」
と
い
う
こ
と
の

実
践
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。個
々

の
旅
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
し
つ
ら

え
、
館
内
・
部
屋
・
風
呂
な
ど

の
設
備
、
料
理
の
素
材
や
献
立
、

人
材
育
成
や
お
も
て
な
し
の
質
の
向
上
な

ど
、
こ
れ
ら
は
一
旅
館
ご
と
に
独
自
の
提

案
を
磨
き
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
、

競
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

一
方
で
、
黒
川
温
泉
と
い
う
地
域
全
体

の
こ
と
は
、
共
に
対
話
し
、
共
に
行
動
す

る
。
一
旅
館
の
経
営
者
と
し
て
の
視
点
だ

け
で
は
な
く
、
一
住
民
の
ス
タ
ン
ス
に
立

ち
戻
っ
て
地
域
の
将
来
像
を
描
き
、
旅
館

と
い
う
家
業
を
通
じ
て
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
行
動
し
続
け
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
に
生
み
出
さ

れ
た
言
葉
だ
が
、

引
き
継
ぐ
私
た

ち
世
代
の
課
題

と
し
て
、
観
光

事
業
者
の
中
だ

け
の
地
域
理
念

で
は
な
く
、
黒

川
に
暮
ら
す
、
働
く
人
々
ま
で
巻
き
込
ん

だ
中
身
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

「
こ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
こ
で
働
い
て
い
て
、
楽
し
い
」

温
泉
地
と
し
て
今
後
も
生
き
残
る
と
い

う
こ
と
は
、
地
域
外
の
方
々
を
受
け
入
れ

続
け
る
こ
と
が
宿
命
で
も
あ
る
。
暮
ら
す

私
た
ち
が
、
ま
ず
、
地
域
の
魅
力
と
誇
り

を
感
じ
豊
か
に
幸
せ
に
生
き
、
そ
こ
に
地

域
外
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

大
き
な
強
み
に
な
る
と
考
え
る
。

先
進
国
の
中
で
先
ん
じ
て
人
口
減
少
の

波
に
の
ま
れ
て
い
く
日
本
。
地
方
は
課
題

の
先
進
地
。
都
市
部
よ
り
も
早
く
、
縮
む

社
会
の
問
題
に
直
面
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
黒
川
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
原
動
力
は
、
宿
主
を
中
心
と
し
た
地

域
内
の
人
間
の
結
束
力
だ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
先
、
縮
ん
で
い
く
社
会
が
前
提
な
ら

ば
、
地
域
内
の
人
々
だ
け
の
繋
が
り
や
努

力
だ
け
で
は
、
地
域
の
存
続
は
難
し
い
と

感
じ
て
い
る
。

「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」
の
理
念
の
下
、

住
民
で
あ
る
私
た
ち
が
、
ま
ず
黒
川
温
泉

の
将
来
の
あ
り
た
い
姿
を
し
っ
か
り
と
描

く
。
そ
し
て
、
そ
の
想
い
を
世
に
発
信
し
、

地
域
外
の
共
感
し
て
く
だ
さ
る
方
々
、
共

に
行
動
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を
巻
き
込
み
、

地
域
の
存
続
の
方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
の
世
代
の
大
き
な
挑
戦
で

あ
り
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
。

面
的
活
動
の
先
に
描
く
未
来

先
の
考
え
に
至
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

昨
年
、
あ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
黒
川
温

泉
も
所
在
す
る
南
小
国
町
の
な
か
で
、
縁

あ
っ
て
地
域
づ
く
り
の
仲
間
と
共
に
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
南
小
国
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

み
な
り
ん
く
」
と
い
う
組
織
を
設
立
し
た
。

特
徴
と
し
て
、
農
業
・
製
材
所
・
飲
食

店
・
雑
貨
店
・
小
売
店
・
福
祉
施
設
職
員
・

行
政
職
員
・
旅
館
業
な
ど
メ
ン
バ
ー
の
職

業
が
多
様
な
こ
と
。
設
立
ま
で
の
準
備
期

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
た
視
点
も
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
基
本

は
一・

・

・

・

・

・

住
民
の
立
場
で

地
域
の
将
来
を
語
り

合
っ
た
。
導
き
出
し

た
企
業
理
念
は
、「
こ

の
土
地
に
根
付
く
さ

ま
ざ
ま
な
モ
ノ
ゴ
ト

を
引
き
継
ぎ
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

黒
川
温
泉黒

川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合 

専
務
理
事

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
小
国
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 

み
な
り
ん
く 

代
表
理
事

有
限
会
社
御
客
屋
旅
館 

代
表
取
締
役

北
里  

有
紀

写真1  黒川温泉一旅館の精神を象徴
する取り組み「入湯手形」

（写真提供：黒川温泉観光旅館協同組合）

写真2  黒川温泉一旅館、想いを語り行動する仲間たち
（写真提供：黒川温泉観光旅館協同組合）
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27 特集◉温泉地における不易流行を考える―温泉地、温泉旅館の課題と展望
特集4 温泉地からの声

そ
し
て
、
人
生
を
豊
か
に
楽
し
く
生
き
る

人
々
を
増
や
し
続
け
る
。」

個
人
的
な
見
解
だ
が
、
温
泉
地
の
発

展
や
存
続
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
地
域

内
で
面
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る

か
が
鍵
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
ま
で

は
関
係
な
い
か
ら
と
、
点
で
あ
っ
た
関
係

も
、
地
域
の
未
来
を
共
に
創
る
と
い
う
観

点
で
縁
を
結
べ
ば
、線
に
な
り
、面
に
な
る
。

ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
観
光
の
持

続
的
発
展
は
、
観
光
事
業
者
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
関
わ
る
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
出
せ
る
か
が
問
わ
れ
る

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

「
小
さ
な
集
落
の
、
大
き
な
未
来
」

志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
の
想
い
と
歩

み
に
共
感
し
、共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る
方
々

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
日
々
、

黒
川
温
泉
の
地
域
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

北
里
有
紀
︵
き
た
ざ
と 

ゆ
う
き
︶

熊
本
県
南
小
国
町
黒
川
温
泉
生
ま
れ
。
九
州
女

学
院
を
卒
業
後
、
家
業
の
旅
館
「
御
客
屋
」
に
勤
務
。

黒
川
温
泉
最
古
の
老
舗
宿
で
、
現
在
、
代
表
取
締
役
、

七
代
目
御
客
番
を
務
め
る
。
ス
ト
レ
ー
ト
で
真
っ
向
勝

負
、
黒
川
温
泉
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
多
く
の
仲
間
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
奔
走
、
取
り
組
む
。
現
在
、
黒

川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
専
務
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
南
小
国
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
み
な
り
ん
く
代
表
理

事
な
ど
を
務
め
る
。

熊本県南小国町「黒川温泉」

　黒川温泉は、阿蘇北側の閑静な山あいに位置し、心安らぐ自然と
日本のふるさとを感じさせる街並み、各宿が趣向を凝らした露天風
呂が特徴的な温泉地である。高い人気を誇り、『ミシュラン・グリーン
ガイド・ジャポン』にも二つ星で掲載されている。
　「黒川温泉一旅館」を合言葉に、一致団結して温泉地の景観づく
りと環境保護に取り組んできた。「入湯手形」での露天風呂巡りは、
多くの温泉地の手本となった取り組みの一つである。現在、30～40
代（黒川温泉第3世代）が中心となり、まちづくりに取り組んでいる。

景観にこだわり、皆で創り上げた魅力的な温泉街
（写真提供：黒川温泉観光旅館協同組合）

資料：平成22年国勢調査（総務省）
黒川温泉観光旅館協同組合HP⇨http://www.kurokawaonsen.or.jp/
南小国町まちづくり課

面積 11,590ha（町全体、2014年）
人口 4,429人（町全体、2010年）
交通 ＜福岡（天神）から高速バス利用＞
 ・天神～［バス］～黒川温泉
   （約2時間40分）
 ＜福岡空港から高速バス利用＞
 ・福岡空港～［高速バス］～
   黒川温泉（約2時間20分）
 ＜熊本空港からバス利用＞
 ・熊本空港～［バス］～黒川温泉
   （約2時間30分）
主な 夫婦滝、小松地獄、池山水源、
観光資源  首なし地蔵、地蔵湯、田の神様、
 満願寺、総合物産館きよらカアサなど

観光客数 1,190,000人（町全体〔見込み〕、2013年）
宿泊者数 450,000人（町全体〔見込み〕、2013年）
宿泊施設 28軒（黒川温泉、2014年度、組合HP掲載）
宿泊収容力 1,984人（黒川温泉、2014年度、JTBF推計）

熊本県南小国町「黒川温泉」の概要
産業別就業人口 （町全体、2010年）
 第１次：580人、第2次：368人、第3次：1,575人

くじゅう連山

至竹田市

くじゅう高原
ロードパーク

黒川温泉

至九重町至日田市

至阿蘇市

熊
本
県

0 1 2 4km

至八女市

南小国町

（公財）日本交通公社作成
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